
　講師歴１０年のベテラン講師。最新の試験動
向をつねに研究・把握しながらも、講義そのもの
はよく噛みくだいた、初学者にやさしい講義を実
践する。
　無駄な学習を極力はぶき、合格に徹した学習
指導方針は、法律の知識のない方にとって、安心
して頼れる道しるべとなることでしょう。

東京法経学院講師　行政書士
福井　識章

講師紹介

迷わない学習方針と安心のわかりやすさ
があなたを短期合格へ導きます！

講師より受験生へのメッセージ

行政書士試験には、
　①過去問を解きまくっても合格に近づかない。
　②出題分野に偏りがある。
などの特徴があります。
したがって正しい学習方法で進まないと努力が全く報われないことに…。

講師歴10年（事務所開業歴も10年、従事者は現在7名）の私が、
はじめの一歩から合格レベルまで導きます。
行政書士は他資格者と組むことであらゆる問題に対応可能です。
依頼人にそっと寄り添って力になれる、そんな行政書士を目指してみませんか。
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日程

行政法　３

行政法　７

はじめの一歩（行政法入門）

はじめの一歩（一般知識）

憲法　２

憲法　４

憲法　６

行政法　１

行政法　５

行政法　９

地方自治法　１

地方自治法　２

民法　４

はじめの一歩（憲法入門）

民法　８

民法　１０

民法　１２

午前（10：30～13：00） 午後（14：00～16：30）

22 7/8

23 7/15

7/121

本科（インプット講座）Step 1

政治・経済・社会１ 政治・経済・社会２

政治・経済・社会３

レベルアップ　民法
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6/24

民法　６

情報通信・個人情報保護法　２

商法・会社法　２

はじめの一歩（法律入門）

行政法　２

はじめの一歩（民法入門）

はじめの一歩（行政法・会社法入門）

憲法　１

憲法　３

憲法　５

行政法　６

行政法　８

民法　１

民法　２

民法　３

民法　７

民法　１１

商法・会社法　１

民法　９

情報通信・個人情報保護法　１

民法　５

行政法　４

憲法　７

レベルアップ　行政法

レベルアップ　憲法



　行政書士とは、他人の依頼を受け報酬を得て、官公署に提出する書類等の作成を業とする国家資格
者のことを指します。行政書士誕生のきっかけは、明治政府が欧米の裁判制度を導入した際に、その公
正、迅速な運用を図るため、文字や文章を書くことが出来ない者又は書式手続きに不慣れな市民に代
わって代書人に訴状を作成させるものとしたためであるとされています。平成の今日に至っても、社会
の高度化に伴い、国民に作成・提出が求められる書類もまた複雑・多様化し、国民の権利保護・行政事務
の円滑な遂行の観点から、行政書士に求められる役割・責任は、資格制度誕生時のそれとなんら変わり
ありません。

行政書士とは

■ 試験日 11/13  　　　　　　　■ 申請受付日 8/1～9/12 
■ 公告日 7/4（公報）　　　　　  ■ 合格発表日 1/30
 
■ 申込者（人）（23年度）　53,543　 [前年比] [-5,108]
■ 合格者（人）（22年度）　4,662　   [前年比]  [-1,433] 
■ 受験者（人）（22年度）　70,586　 [前年比][-3,238] 
■ 合格率（％）（22年度）　6.60　　 [前年比] [-2.45] 

■ 試験科目
　業務に必要な法令（憲法・民法・行手法・行訴法・国培法・地自法・行服法・商法及び基礎法学）
　業務に必要な一般知識等（政治・経済・社会、情報通信。個人情報保護、文章理解） 
■ 形式
　◎業務法令が5肢択一及び記述式46問，一般知識等が択一式のみ14問の計60問300点満点。
　　記述式は、40字程度で記述するもの。 
■ 合格ライン  業務法令は122点以上，一般知識等は24点以上， 試験全体で180点以上が必要。 

■ 受験資格　その他  年齢、学歴等に関係なく、だれでも受験できる。 
■ 試験機関　 財団法人行政書士試験研究センター 

試験データ（平成23年11月1日現在）

〈1〉代書業務
　前述のように、作成依頼を受けた書類について、依頼者になり代わり書類を作成することです。昔も
今も、行政書士の中核業務であることには変わりないでしょう。では、行政書士が作成できる書類として
はどんなものがあるのでしょうか。代表的なものを列挙しておきますので、参考にしてみてください。
会社等法人設立関係（株式会社設立書類）／建設・宅建・工場設置関係（宅地建物取引業免許申請） 
風俗・食品衛生関係（麻雀・パチンコ・キャバレー営業許可申請）／税申告関係（自動車税） 
国籍・戸籍関係（外国人登録・外国人在留許可・帰化申請）／
道路交通運送・車両登録関係（道路使用許可申請）／
防火・危険物取り扱い関係（ガソリンスタンド許可申請）／その他（一般旅行業免許申請等） 
　行政書士の業務は、積極的に「この範囲の書類は業務としてよい」というように定められていないの
が特徴です。とはいえ、他の資格者が専属的に行うもの以外は、すべて行政書士が引き受けることので
きるものです。さらに、行政書士法改正により、それまでは認められていなかった「代理権」が行政書士
に与えられたのが大きな改正点でした（行政書士法１条の３）。これによって、本人に代わって書類を
提出・相談することができるようになり、業務の幅がより一層広がったのです。

〈2〉コンサルティング業務
　近年、行政書士業務は、依頼された通りの書類作成を行う代書業務から、複雑多様なコンサルティン
グを含む許認可手続きの業務へと徐々に移行しています。ただ書類を作成するだけにとどまらず、市民
に身近な法律の専門家の1人として、依頼者たる市民の利益を最優先に考えることが求められているこ
との証といえるのではないでしょうか。

行政書士が市民のために果たす役割

答案練習会（アウトプット講座）Step 2

基礎法学・憲法／政治・文章理解

行政法①／経済・文章理解

行政法②／社会・文章理解

民法①／個人情報保護・文章理解

民法②・商法 会社法／情報通信・文章理解

業務法令 一般常識等出　題　分　野日　程

20問 1問

択一 選択 記述

4問

択一

ベストセレクト答練初級
基礎レベルの問題で基本事項が確実に理解できているかをチェック

基礎法学・憲法／政治・文章理解

行政法①／経済・文章理解

行政法②／社会・文章理解

民法①／個人情報保護・文章理解

民法②・商法 会社法／情報通信・文章理解

業務法令 一般常識等出　題　分　野日　程

26問 3問1問

択一 選択 記述

10問

択一

実戦答練／科目別編中級
本試験傾向をふまえた科目別の新作問題で合格するための応用力を養成

公開模試　Ⅰ

総合問題　①

総合問題　②

公開模試　Ⅱ

公開模試　Ⅲ

２ 4/21（土）

３ 5/12（土）

４ 6/16（土）

５ 7/21（土）

3/17（土）１

２ 8/26（日）

３ 9 / 2（日）

４ 9/ 9（日）

５ 9/16（日）

8/19（日）１

２ 9/30（日）

３ 10/ 7（日）

４ 10/21（日）

５ 10/28（日）

9/23（日）１

業務法令 一般常識等出　題　分　野日　程

40問 3問3問

択一 選択 記述

14問

択一

実戦答練／実戦編上級
本試験と同様の出題形式で最後のjitury

インプットが終了した段階では案外問題を解けないものです。せっかく覚えた知識も得点に変えられなければ
意味がありません。本試験の傾向をしっかり分析した質の高い問題演習を繰り返して応用力を養成しましょう！
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この答練は再受験生も対象とした講座ですので
本科生は未習範囲が出題されることもございます。


